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高Ｐ連だより 今
号
の
内
容

▶シリーズ北の志
「おといねっぷ美術工芸高等学校」
▶交通安全標語・ポスター入選作
▶支部だより
　道南・根室
▶高Ｐ連全国・全道大会要項（案）

木の手づくり展・東京（H24.4.28 〜 30　秋葉原 Arts Chiyoda）

工芸授業　木工基礎Ⅱ
（2 年　機械実習）

デッサン講習卒業制作作品の展示

夢を創造する　北海道おといねっぷ美術工芸高等学校

Heart to Heart 北の志
─ひたむきに頑張る君たちを応援したい─
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夢
を
創
造
す
る

〜
地
域
と
と
も
に
、
夢
を
語
り
あ
い
活
力
を
育
み
あ
う
学
校
〜

北
海
道
お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
等
学
校
長　

小　

松　

信　

夫

１　
音
威
子
府
村

　

音
威
子
府
村
は
、
上
川
管
内

北
部
に
あ
る
人
口
約
８
０
０
人

余
り
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
全
道
一
小
さ
な
村
で
す
。
面

積
の
８
割
以
上
が
森
林
で
あ

り
、「
森
と
匠
の
村
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
、
こ
う
し
た
豊
か
な

自
然
の
中
で
、
地
域
と
一
体
と

な
り
、
生
徒
、
保
護
者
、
村
の

方
々
、
教
職
員
が
と
も
に
「
夢

を
語
り
活
力
を
育
む
学
校
づ
く

り
」
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

２　
歴
史

　

本
校
は
、
昭
和
25
年
に
名
寄

農
業
高
校
音
威
子
府
分
校
と
し

て
認
可
さ
れ
、
昭
和
28
年
に
は

北
海
道
音
威
子
府
高
等
学
校
と

な
り
、
地
域
の
高
校
教
育
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
59
年

に
は
、
北
海
道
で
唯
一
の
全
日

制
工
芸
科
単
置
の
村
立
高
等
学

校
、平
成
14
年
に
は
校
名
を「
北

海
道
お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸

高
等
学
校
」
へ
と
改
名
し
ま
し

た
。

３　
全
国
・
全
道
か
ら
生
徒
が

集
う
学
校

　
「HEART AND CREATION

創
造　

自
主　

飛
翔
」
を
校
訓

と
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
、
在

校
生
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
様

の
努
力
で
人
気
が
高
ま
り
、
今

年
度
も
40
名
の
入
学
者
を
迎
え

ま
し
た
。
九
州
、
関
西
、
関
東

な
ど
道
外
か
ら
20
名
の
生
徒
が

在
籍
し
、
１
１
５
名
の
生
徒
が

寮
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
学

校
と
寮
を
両
輪
と
す
る
教
育
活

動
を
と
お
し
て
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
や
自
律
心
を
育
ん
で
い

ま
す
。ま
た
、テ
レ
ビ
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
や
新
聞
等
で
も
、

本
校
の
活
動
が
多
数
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

４　
部
活
動
・
進
路

　

部
活
動
は
、
全
員
が
加
入
し

活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
特

に
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

部
は
、
平
成
15
年
、
16
年
に
全

国
制
覇
を
果
た
し
た
の
を
は
じ

め
、
美
術
部
、
工
芸
部
も
10
年

連
続
し
て
全
国
大
会
に
出
展
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
学
生
美

術
全
道
展
で
は
全
道
美
術
協
会

賞
を
受
賞
し
た
の
を
は
じ
め
、

55
名
の
生
徒
が
入
賞
・
入
選
す

る
こ
と
が
で
き
、
本
校
の
教
育

活
動
と
指
導
の
成
果
が
確
実
に

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

進
路
は
、
進
学
希
望
者
が
８

割
を
超
え
、
国
公
立
大
学
や
美

術
系
大
学
へ
の
合
格
者
も
着
実

に
増
え
て
お
り
、
生
徒
の
多
様

な
希
望
に
応
じ
た
進
路
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

５　
特
色
あ
る
取
組

⑴
木
の
手
づ
く
り
展

　

生
徒
の
卒
業
制
作
や
在
校
生

に
よ
る
生
徒
作
品
展
の
「
木
の

手
づ
く
り
展
」
を
、
上
川
合
同

庁
舎
と
北
海
道
庁
で
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
４
月

に
東
京
の
秋
葉
原
で
も
行
い
ま

し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
卒
業
生
の
協

力
で
準
備
を
進
め
、
家
具
な
ど

の
木
材
工
芸
、
油
彩
画
な
ど
の

美
術
作
品
な
ど
を
展
示
し
、
本

校
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

⑵
国
際
理
解
教
育

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
レ
ク
サ
ン

ド
高
校
と
の
姉
妹
校
提
携
に
よ

り
、
生
徒
の
派
遣
と
受
入
を

行
っ
て
い
ま
す
。
北
欧
の
先
進

的
な
デ
ザ
イ
ン
に
直
接
触
れ
る

こ
と
で
視
野
が
広
が
り
、
デ
ザ

イ
ン
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

⑶
高
大
連
携

　

東
海
大
学
と
提
携
し
、
年
８

回
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
学
の
教
授
に
よ
る
講
義
や
実

習
に
よ
る
直
接
指
導
に
よ
り
、

生
徒
の
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
力
と

質
が
大
き
く
向
上
し
て
い
ま

す
。

⑷
地
域
行
事
へ
の
参
加

　

村
民
運
動
会
や
植
樹
祭
な
ど

の
村
の
行
事
へ
積
極
的
な
参
加

を
し
て
い
ま
す
。
行
事
を
と
お

し
た
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
合
い

の
中
で
、
高
校
生
と
地
域
住
民

と
の
一
体
感
が
さ
ら
に
深
ま
っ

て
い
ま
す
。

⑸
学
校
祭

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
出
店
を
出
す
な

ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
学
校
祭
へ
の
積

極
的
な
参
加
と
協
力
が
あ
り

ま
す
。
保
護
者
と
生
徒
が
一
つ

に
な
り
、
手
づ
く
り
感
の
あ

る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
学
校
祭
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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最優秀賞

最
優
秀
賞

 

◆ 

過
信
で
す　

あ
な
た
の
口
癖　
「
大
丈
夫
！
」

南
茅
部
高
等
学
校　

３
年　

濱　

田　

ま
り
ん

優
　

秀
　

賞

 

◆ 

守
り
ま
し
ょ
う　

大
人
が
子
ど
も
を　

夢
た
ち
を

芽
室
高
等
学
校　

２
年　

須　

崎　

春　

華

 

◆ 「
た
だ
い
ま
」
を　

笑
顔
で
待
っ
て
る　

親
が
い
る

南
富
良
野
高
等
学
校　

１
年　

佐　

藤　

志　

穂

 

◆ 

断
ろ
う　

乗
る
も
乗
せ
る
も　

二
人
乗
り

帯
広
工
業
高
等
学
校　

３
年　

五
十
嵐　
　
　

涼

 

◆ 

小
さ
な
手　

大
き
く
挙
げ
れ
ば　

赤
信
号

森
高
等
学
校　

３
年　

水　

口　

翔　

陽

 

◆ 「
い
っ
て
き
ま
す
」　

最
後
に
し
な
い
で　

そ
の
言
葉

厚
真
高
等
学
校　

２
年　

佐　

藤　

花　

菜

佳
　
　
作

 

◆ 

思
い
や
る　

ハ
ー
ト
が
未
来
を　

護
っ
て
る

鹿
追
高
等
学
校　

１
年　

木　

村　

衣　

玖

 

◆ 

目
指
す
の
は　

無
事
故
と
い
う
名
の　

金
メ
ダ
ル

七
飯
高
等
学
校　

２
年　

金　

田　

楓　

花

 

◆ 

た
だ
い
ま
と　

笑
顔
で
言
う
た
め　

守
る
マ
ナ
ー

霧
多
布
高
等
学
校　

１
年　

箱　

石　

朱　

音

 

◆ 

メ
ー
ル「
ミ
テ
」　

目
の
前「
ミ
ヌ
」人　

未
来「
ミ
ズ
」

帯
広
工
業
高
等
学
校　

２
年　

下　

口　

侑　

也

 

◆ 

事
故
が
な
い　

笑
顔
が
歩
く　

北
の
街

森
高
等
学
校　

２
年　

大　

坂　

麻　

衣

 

◆ 

無
事
故
の
実　

み
ん
な
で
育
て
て　

笑
顔
咲
く

松
前
高
等
学
校　

１
年　

村　

岡　

里　

緒

札幌白石高等学校
まんがイラスト部

　

昨
年
の
北
海
道
に
お
け
る
交

通
事
故
の
犠
牲
者
は
１
９
０
人

で
し
た
。
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
数
が
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
昭
和

46
年
の
８
８
９
人
と
比
べ
る
と

４
分
の
１
ま
で
減
少
は
し
て
い

る
も
の
の
、
依
然
か
け
が
え
の

な
い
生
命
が
失
わ
れ
た
り
、
負

傷
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
す
る

方
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
大

変
心
が
痛
み
ま
す
。

　

今
年
も
交
通
安
全
関
係
諸
団

体
が
一
体
と
な
り
、「
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死
〜
め
ざ

せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道
〜
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
交
通
事
故

防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
交
通
事

故
を
減
少
さ
せ
よ
う
と
の
思
い

も
空
し
く
、
高
齢
者
並
び
に
高

校
生
を
含
む
若
年
者
の
交
通
事

故
の
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、本
協
会
で
は
、

調
査
研
究
部
学
校
安
全
小
委
員

会
が
中
心
と
な
り
、
高
校
生
が

自
ら
の
命
と
他
者
の
命
を
大
切

に
す
る
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
付

け
、
交
通
事
故
の
危
険
に
対
す

る
感
受
性
を
高
め
る
こ
と
を
期

待
し
て
「
交
通
安
全
標
語
・
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
事
業

を
続
け
て
き
て
お
り
、
今
年
で

31
回
目
を
数
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
応
募
状
況
は
、
標
語

が
51
校
か
ら
７
７
０
作
品
、
ポ

ス
タ
ー
は
28
校
か
ら
１
７
７
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
応
募

い
た
だ
い
た
生
徒
の
皆
さ
ん
と

指
導
に
当
た
ら
れ
た
先
生
方

に
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
応
募
作
品

に
つ
き
ま
し
て
は
、
外
部
審
査

員
の
皆
様
に
慎
重
な
審
議
を
い

た
だ
き
、入
選
作
品
を
決
定
し
、

本
紙
に
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
受
賞
さ
れ
た
生
徒
の
皆
さ

ん
に
は
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。
本
作
品
集
並
び
に
最
優

秀
の
標
語
と
ポ
ス
タ
ー
は
、
交

通
安
全
を
志
す
本
道
高
校
生
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
道
内
の

全
て
の
高
等
学
校
と
関
係
の
機

関
、
団
体
並
び
に
関
係
報
道
機

関
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、交
通
安
全
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
事
業

の
推
進
に
当
た
り
多
大
な
お
力

添
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
並
び
に
関
係
の
機
関
、
団
体

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
、
発
刊
に
当
た
っ
て
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
高
等
学
校
長
協
会
会
長
　
山
　
本
　
伸
　
弘

石狩翔陽高等学校
３年　久保田　　凌

石狩翔陽高等学校
３年　大　内　沙　紀

優秀賞優秀賞

交
通
安
全
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
入
選
作

（
高
等
学
校
長
協
会
提
供
）

ポ
ス
タ
ー
の
部

標

語

の

部

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
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　　演  
題「
子
ど
も
の
う
つ
」
〜
発
達
障
害
の
視
点
か
ら
〜

子
ど
も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
向
上
支
援
事
業　

北
海
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
安
心
ネ
ッ
ト
づ
く
り
促
進

協
議
会
」
と
の
共
催
で
、
道
高

Ｐ
連
健
全
育
成
委
員
会
が
保
護

者
や
教
職
員
を
対
象
に
企
画
し

た
こ
の
講
演
会
は
、
根
室
支
部

長
で
も
あ
る
大
村
学
健
全
育
成

委
員
長
の
司
会
と
中
島
会
長
挨

拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。
冒
頭
で

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
の

諏
訪
公
男
課
長
の
「
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
安
心
・
安
全
な
利

用
環
境
の
整
備
に
向
け
た
総
務

省
の
取
り
組
み
」
の
お
話
し
に

続
い
て
、
竹
内
和
雄
先
生
の
ご

講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
学
ご
卒
業
後
、
公
立
中
学

校
で
20
年
間
、
主
に
生
徒
指
導

主
事
を
担
当
さ
れ
、
そ
の
後
、

寝
屋
川
市
教
育
委
員
会
指
導
主

事
を
経
て
、
現
在
、
兵
庫
県
立

大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
る

竹
内
先
生
は
①
世
界
の
パ
ソ
コ

ン
・
ケ
ー
タ
イ
事
情
、
②
ス
マ

ホ
時
代
の
到
来
、
③
ス
マ
ホ
が

危
険
と
言
わ
れ
る
理
由
、等
々
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
巧
み
に
駆

使
し
た
資
料
の
提
示
、
そ
し
て

随
所
に
笑
い
を
織
り
交
ぜ
た
関

西
弁
の
圧
倒
的
な
話
術
で
、
出

席
者
の
気
持
ち
を
瞬
く
間
に
引

き
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
強
く
感
じ
ら

れ
た
の
は
生
徒
・
学
生
を
支
援

し
た
い
と
い
う
竹
内
先
生
の
視

線
、
熱
意
で
す
。
ご
講
演
の
最

後
に
「
ス
マ
ホ
の
利
用
に
は

様
々
な
注
意
点
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
ん
な
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
相
談

で
き
る
大
人
や
友
人
を
持
っ
て

い
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
ス
マ

ホ
の
問
題
は
心
の
問
題
」
だ
と

結
ば
れ
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
に
つ

い
て
の
知
識
だ
け
で
は
な
く
、

出
席
者
の
心
の
中
に
、
竹
内
先

生
の
温
か
い
お
人
柄
ま
で
も
が

ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る

素
晴
ら
し
い
ご
講
演
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
感
想
は
「
と
て

も
わ
か
り
や
す
い
」
が
圧
倒
的

で
少
数
の
「
わ
か
り
や
す
い
」

を
含
め
る
と
ほ
ぼ
全
員
の
感
想

で
し
た
。
ま
た
、
自
由
記
述
欄

に
は
、「
楽
し
か
っ
た
」「
時
間

不
足
が
不
満
」、「
も
っ
と
お
話

を
聞
き
た
か
っ
た
」
と
い
う
主

旨
の
記
述
も
散
見
さ
れ
、
大
変

好
評
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

竹
内
和
雄
先
生
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
道
高
Ｐ
連　

事
務
局
長

�

宮
川　

恒
美
）

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
て
い
る
講
演

会
は
、
今
年
度
で
六
回
目
と
な

り
ま
す
。今
年
度
の
講
師
に
は
、

北
海
道
大
学
大
学
院
保
健
科
学

研
究
院
生
活
機
能
学
分
野
教
授

の
傳
田
健
三
先
生
を
お
迎
え
し

「
子
ど
も
の
う
つ
」
発
達
障
害

の
視
点
か
ら
と
題
し
て
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

全
道
各
地
を
始
め
十
勝
管
内
の

小
・
中
・
高
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者

約
二
百
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
内
容
は
、
う
つ
病
の

分
類
、
う
つ
病
の
診
断
と
特

徴
（
基
本
・
症
状
・
症
例
）、

う
つ
病
の
治
療
、
教
師
の
対
応

等
、
先
生
の
経
験
に
基
づ
い
た

大
変
貴
重
な
講
演
で
し
た
。
そ

の
中
で
、
子
ど
も
の
う
つ
病
に

対
し
て
は
、
①
精
神
療
法
的
ア

プ
ロ
ー
チ
が
重
要
な
意
味
を
も

つ
。
子
ど
も
の
う
つ
病
の
精
神

療
法
は
、
一
人
の
人
格
と
し
て

尊
重
し
常
識
的
で
、
ご
く
普
通

の
対
応
を
し
、
よ
り
総
合
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要　

②
心
身

と
も
に
疲
れ
果
て
て
い
る
子
ど

も
に
は
休
息
を
促
し
、
干
渉
的

に
な
ら
ぬ
よ
う
に
寄
り
添
う
こ

と
が
大
切　

③
大
人
よ
り
も
環

境
要
因
の
影
響
が
大
き
い
の

で
、
学
校
や
家
庭
で
の
状
況
を

詳
細
に
聞
き
、
つ
ら
か
っ
た
こ

れ
ま
で
の
状
況
等
を
理
解
し
、

元
気
が
出
て
き
た
ら
焦
ら
ず
に

少
し
ず
つ
、
こ
れ
か
ら
で
き
る

こ
と
を
共
に
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
。
等
の
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
、学
校
現
場
に
お
い
て
は
、

特
別
支
援
教
育
や
様
々
な
障
害

を
も
つ
生
徒
へ
の
対
応
が
急
務

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
保
護
者
と
学
校
と
の
密

な
連
携
が
最
も
重
要
で
あ
り
、

障
害
を
早
期
に
発
見
し
、
迅
速

か
つ
正
確
な
診
断
を
受
け
、
そ

れ
を
も
と
に
適
切
な
治
療
法
を

選
択
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
家
庭
と
学
校

が
同
じ
目
線
で
子
ど
も
を
見

守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
教
え
て

い
た
だ
い
た
大
変
貴
重
な
講
演

で
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
、
報
告
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（ 

帯
広
工
業
高
等
学
校

�

教
頭　
飯
田
耕
一
郎
）

・
講　

師　

北
海
道
大
学
大
学
院
保
健
科
学
研
究
院

　
　
　
　
　

生
活
機
能
学
分
野
教
授　

傳
田　

健
三　

氏

・
期　

日　

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日
（
金
）

・
会　

場　

と
か
ち
プ
ラ
ザ　

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

・
主　

管　

北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
十
勝
支
部

・
主
管
校　

北
海
道
帯
広
工
業
高
等
学
校

・
講　

師　

兵
庫
県
立
大
学
環
境
人
間
学
部

　
　
　
　
　

准
教
授
（
教
職
担
当
）　

竹
内　

和
雄　

氏

・
期　

日　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
日
（
日
）

・
会　

場　

ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌

・
主　

催　

北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
　

健
全
育
成
委
員
会

・
共　

催　

安
心
ネ
ッ
ト
づ
く
り
促
進
協
議
会

「
ス
マ
ホ
時
代
」
を
生
き
る

�

高
校
生
の
課
題
と
可
能
性
に
つ
い
て

北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
会
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私にジャストフィットする保険を選ぶなら
いろいろなかたちの「安心」があるエース保険。
いつでも、どこでも、今日も、未来も。どんな人にもぴったりな「安心」と「満足」を、エース保険が提供いたします。

北海道高等学校ＰＴＡ連合会は、高校生の
ための「災害補償制度」を主催しています。

１ 野球 511件

２ バスケットボール 501件

３ サッカー 359件

４ バレーボール 264件

５ ハンドボール 126件

１ 骨折 1,044件

２ 捻挫 895件

３ 靭帯損傷 475件

４ 打撲 460件

５ 挫創 197件

給　付　状　況

（平成23年４月１日〜平成24年10月31日受付分）

＜部活動種目別＞ ＜ケガの状態別＞

　

日　

時　

平
成
25
年
2
月
16
日
（土）

15
：
00
〜
17
：
25

場　

所　

全
日
空
ホ
テ
ル　

地
下
1
階

あ
さ
ひ
の
間

出
席
者　

21
／
24
名　

※
代
理
出
席　

菅
原
修
治
（
中

島
理
事
代
理
）、
宮
上
秀
仁
（
小
室
理
事
代

理
）、
友
廣
久
之
（
佐
々
木
理
事
代
理
）、
新

谷
正
明
（
武
田
理
事
代
理
）

※
事
務
局　

宮
川
恒
美
、
小
野
修
志

欠
席
者　

2
名
（
原
、
渡
邊
理
事
）
渡
邊
理
事
は
委
任

状
提
出
。

会
議
次
第

■
理
事
会
成
立
宣
言　

出
席
者
が
3
分
の
2
以
上
で

あ
り
理
事
会
は
成
立
。（
事
務
局
長
）

■
会
長
挨
拶　
　
　
　

中
島
会
長
挨
拶

■
議
長
・
議
事
録
署
名
人
・
記
録
者
選
任

　

議　

長

　
　

小
林
孝
幸
（
十
勝
支
部
長
）

　

記
録
者

　
　

田
原
智
佳
子
（
道
南
支
部
長
）

　

議
事
録
署
名
人

　
　

長
谷
部
直
樹
（
監
事
）、
大
貫　

司
（
監
事
）

　

議
事
録
確
認　

別
紙
の
と
お
り

■
議
事

1
　
報
告
事
項
（
事
務
局
長
よ
り
報
告
）

（1）
平
成
24
年
度
第
2
回
全
国
会
長
・
事
務
局
長
研
修
会

等
報
告

・
山
本
富
造
副
会
長
よ
り
、
進
路
対
策
委
員
会
の
活

動
状
況
及
び
本
年
度
「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が

3
月
に
各
校
宛
送
付
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

ア　

平
成
25
年
度
全
国
高
Ｐ
連　

主
な
年
間
行
事
予

定
（
2
／
9
付
）
資
料
の
と
お
り

イ　

第
63
回
全
国
高
Ｐ
連
（
山
口
）
大
会
日
程
等
…
…

8
月
21
日
〜
22
日
の
2
日
日
程
に
変
更
と
な
り
、

詳
細
は
別
紙
資
料
の
と
お
り
。
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ

す
る
の
で
、
各
単
Ｐ
か
ら
のW

eb

に
よ
る
申
し

込
み
と
な
る
。

ウ　

第
64
回
全
国
高
Ｐ
連
（
福
井
）
大
会
日
程
等
…
…

8
月
21
日
〜
23
日　

資
料
の
と
お
り

　
　

詳
し
い
日
程
は
後
日
決
定
さ
れ
る
。
な
お
、
第
65

回
大
会
は
盛
岡
、
第
66
回
大
会
は
千
葉
開
催
と
決

定
し
た
。

エ　

高
校
生
熟
議
に
つ
い
て
は
資
料
の
と
お
り
、
ス
マ

ホ
に
つ
い
て
高
校
生
に
考
え
て
も
ら
う
も
の
で
あ

り
、
総
務
省
主
管
と
な
っ
て
い
る
。

オ　

そ
の
他　

・
会
長
よ
り
、
山
口
大
会
の
会
員
参
加
日
程
は
1
日

に
な
り
、
開
会
式
か
ら
分
散
開
催
と
な
る
。

・
事
務
局
長
よ
り
、
①
山
口
大
会
広
報
紙
展
示
は
6

部
必
要
。②
健
全
育
成
、進
路
対
策
関
連
で
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
が
行
わ
れ
る
③
和
歌
山
大
会
記
録
集
は
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
参
加
校
に
1
枚
が
3
月
に
配
付
さ
れ
る
。

（2）
広
報
活
動
（
山
本
副
会
長
よ
り
）
…
…
（
高
Ｐ
連
だ

よ
り
発
行
）
第
127
号
は
3
月
中
旬
以
降
、
各
校
配
付

予
定

（3）
平
成
25
年
度
支
部
事
務
局
長
校
一
覧
（
別
紙
の
と
お

り
）

（4）
道
高
Ｐ
連
災
害
補
償
制
度
に
つ
い
て
（
山
本
富
造
副

会
長
）

ア　

平
成
24
年
度
加
盟
校
一
覧
（
別
紙
の
と
お
り
）

イ　

運
営
委
員
会
・
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
（
山
本

富
造
副
会
長
）

・
説
明
会
を
秋
以
降
に
計
画
し
て
い
た
が
、
学
校
も

繁
忙
期
に
入
り
、
支
部
事
情
も
重
な
り
結
果
と
し
て

に
開
催
で
き
な
か
っ
た
。
次
年
度
は
是
非
実
施
し
た

い
。

ウ
賠
償
責
任
補
償
制
度
担
当
者
会
議
で
は
生
徒
が
事

故
を
起
こ
し
た
場
合
、
本
人
に
も
、
相
手
に
も
補
償

が
な
さ
れ
る
よ
う
、
無
保
険
者
を
無
く
す
活
動
を
検

討
す
る
予
定
。（
事
務
局
長
）

（5） 

12
月
ま
で
の
会
務
報
告
（
別
紙
の
と
お
り
）

（6）
そ
の
他

ア　

11
月
実
施
の
臨
時
理
事
会
で
報
告
済
事
項
の
追

加
・
補
足
（
語
る
つ
ど
い
等
）
…
…
無
し

イ　

ス
マ
ホ
研
修
会
「
ス
マ
ホ
時
代
を
生
き
る
高
校
生

の
課
題
と
可
能
性
」
実
施
（
別
紙
の
と
お
り
）

ウ　
「
北
海
道
芦
別
高
等
学
校
」
が
全
国
高
Ｐ
連
Ｈ
Ｐ

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
飾
る
！
（
別
紙
の
と
お
り
）

エ　

平
成
24
年
度
理
事
会
等
議
長
・
記
録
者
・
議
事
録

署
名
人
一
覧
（
別
紙
の
と
お
り
）

オ　

理
事
会
・
各
委
員
会
会
議
録
一
般
例
（
記
録
者
用

参
考
）（
別
紙
の
と
お
り
一
部
の
人
に
か
た
よ
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
）

カ　

そ
の
他

・
校
長
協
会
片
岡
理
事
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
負

担
の
軽
減
に
関
す
る
道
教
委
と
の
話
し
合
い
経
過
に

つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
。

〈 

昨
年
5
月
以
降
、
全
国
的
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
負

担
軽
減
の
機
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
道
教
委

に
お
い
て
も
文
部
科
学
省
の
調
査
に
基
づ
き
、
校
長

協
会
と
負
担
軽
減
に
向
け
て
話
し
合
い
を
行
っ
て
き

た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
。

根
本
の
問
題
と
し
て
は
、
道
教
委
と
し
て
設
置
者
が

負
担
す
べ
き
経
費
を
す
べ
て
負
担
し
て
い
な
い
こ
と

に
あ
る
た
め
、
負
担
す
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
負
担

す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
①
部
活
動
等
生
徒
に
関
す
る

経
費
②
教
職
員
の
研
修
に
関
す
る
経
費
の
予
算
化
で

あ
る
。
併
せ
て
道
教
委
の
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
す

た
め
、
校
長
協
会
等
関
係
団
体
の
こ
れ
ま
で
受
け
て

い
た
助
成
を
廃
止
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

次
に
道
教
委
と
し
て
、
父
母
負
担
の
軽
減
を
目
に

見
え
る
形
に
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
た
め
、
教

頭
会
、
事
務
長
会
に
各
単
Ｐ
で
も
可
能
な
限
り
減
額

で
き
な
い
か
お
願
い
し
て
い
る
。
し
か
し
、
小
規
模

校
で
は
減
額
は
不
可
能
と
思
う
の
で
、
子
供
た
ち
の

活
動
に
少
し
で
も
多
く
の
予
算
を
振
り
向
け
る
こ
と

で
対
処
願
い
た
い
。

　

又
、
父
母
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
の
あ
り
方
や
、
内
容
に

つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を
し
理
解
を
得
る
努
力
も
お
願

い
し
た
い
。

　

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
単
Ｐ
か
ら
支
部
長
校
に

問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
対
応
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
。
近
い
う
ち
に
父
母
負
担
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
道
教
委
か
ら
示
さ
れ
る
予
定
な
の
で
、
今
後

は
そ
れ
に
依
る
こ
と
と
な
る
が
、
保
護
者
と
学
校
が

連
携
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。〉

・
校
長
協
会
滝
田
理
事
か
ら
次
の
意
見
が
あ
っ
た
。

〈 

保
護
者
負
担
軽
減
に
関
連
し
て
、
高
Ｐ
連
全
国
大

会
に
参
加
す
る
経
費
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
か
ら
支
出
と

な
る
が
、
観
光
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
る
事
実
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言

わ
れ
な
い
よ
う
な
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
小
規
模
校
の
団
体
会
計
は
予
算
的
に
非
常

に
厳
し
く
大
変
で
あ
り
、
全
国
大
会
に
は
絶
対
参
加

で
き
な
い
。

　

そ
れ
を
考
え
る
と
、
道
高
Ｐ
連
、
全
国
を
含
め
て

研
修
の
あ
り
方
等
を
ス
リ
ム
化
す
る
時
代
に
入
っ
た

と
考
え
る
。
全
国
と
の
繋
が
り
は
大
切
な
こ
と
は
十

分
理
解
し
て
い
る
が
、 

な
お
ス
リ
ム
化
出
来
る
部
分

は
無
い
か
を
、
支
部
を
含
め
て
平
成
25
年
度
は
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
非
常
に
大
切
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
意
見
で
あ

る
。〉

2
　
審
議
事
項

（1）
組
織
改
革
等
検
討
特
別
委
員
会
提
案
（
村
上
委
員
長

よ
り
別
冊
資
料
に
よ
り
次
の
3
点
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

①
会
則
第
1
条
、
第
17
条
、
第
20
条
に
つ
い
て
。

②
細
則
第
31
条
（
役
員
旅
費
規
定
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
実
態
に
基
づ
き
明
文
化
）

③
細
則
附
則
記
載
事
項
の
理
事
定
数
に
つ
い
て
、
文

言
を
修
正
し
第
6
条
に
移
行
。

〈
質
疑
〉

白
鳥
理
事
…
…
事
務
局
長
、
次
長
の
退
職
年
齢
引
き

上
げ
が
将
来
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
今
回
変
更
し

て
も
良
い
の
で
は
？　

委
員
長
…
…
…
現
規
定
で
も
、
必
要
な
場
合
会
長
判

断
で
可
能
と
な
っ
て
い
る
し
、
現
規
定
で
は
事
務
局

員
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
回
改
正
し
た
場
合
全
員

に
適
用
さ
れ
る
。
今
後
3
年
間
あ
る
の
で
時
間
を
か

け
て
検
討
し
た
い
。

長
谷
部
監
事
…
①
細
則
第
6
条
の
2
後
段
「
そ
の
他

理
事
会
で
必
要
と
認
め
た
支
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
理

事
と
す
る
」
は
、
削
除
す
る
か
第
6
項
と
す
る
の
が

適
当
で
は
な
い
か
。

②
旅
費
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
道
職
員
旅
費
規
程
の

額
で
良
い
か
。

 

委
員
長
…
…
…
道
職
員
の
現
行
で
は
な
く
、
現
在

事
務
局
で
採
用
し
て
い
る
額
で
あ
る
。

 

長
谷
部
監
事
…
現
行
の
条
例
、
支
給
規
則
で
は
な

い
の
か
。

委
員
長
…
…
…
道
職
員
旅
費
規
程
に
準
拠
と
な
っ
て

い
る
が
、
変
え
て
い
な
い
。

長
谷
部
監
事
…
そ
れ
で
は
独
自
に
あ
る
の
か
。

委
員
長
…
…
…
独
自
に
な
っ
て
い
る
の
で
明
文
化
す

る
た
め
に
行
っ
た
。
ま
た
、
道
準
拠
と
な
る
と
道
が

改
正
す
る
度
に
変
更
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
を

避
け
る
た
め
に
も
会
の
基
準
と
し
て
明
文
化
し
た
。

そ
れ
に
あ
た
り
現
行
を
変
更
せ
ず
に
明
文
化
し
た
。

長
谷
部
監
事
…
そ
れ
で
は
明
文
化
す
る
に
あ
た
り
、

全
国
高
Ｐ
連
を
参
考
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

委
員
長
…
…
…
全
国
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
「
会
」

の
問
題
で
は
な
い
か
。
全
国
は
金
が
な
い
か
ら
削
減

し
ま
し
ょ
う
。
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
正
し
い
か

分
か
ら
な
い
し
、
明
文
化
す
る
こ
と
が
、
特
別
委
員

会
の
目
的
な
の
で
、
今
後
議
論
し
て
ほ
し
い
。

長
谷
部
監
事
…
旅
費
は
全
国
に
行
く
こ
と
が
多
く
、

過
去
に
よ
ろ
し
く
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
全
国

に
合
わ
せ
た
方
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
ら
な
い

の
で
、
良
い
の
で
は
。

委
員
長
…
…
…
こ
の
議
論
は
今
後
別
の
と
こ
ろ
で
お

願
い
し
た
い
。

長
谷
部
監
事
…
で
は
今
後
総
会
ま
で
に
見
直
す
の

か
。

委
員
長
…
…
…
こ
れ
は
細
則
改
正
な
の
で
、
理
事
会

承
認
事
項
と
な
る
の
で
、
別
な
と
こ
ろ
で
議
論
し
て

ほ
し
い
。（
全
国
は
少
な
す
ぎ
な
い
か
）

国
沢
理
事
…
…
会
則
17
条
の
2
及
び
20
条
の
2
は
、

「
計
3
名
」
を
入
れ
た
方
が
分
か
り
や
す
い
と
思
う

が
い
か
が
か
。

小
野
次
長
…
…
現
会
則
「
及
び
」
を
削
除
し
読
点
で

区
切
れ
ば
国
語
的
に
合
計
3
名
と
の
解
釈
。

委
員
長
…
…
…
今
後
も
混
乱
し
な
い
よ
う
「
計
3

名
」
と
表
記
す
る
こ
と
で
、
次
回
理
事
会
に
提
案
す

る
。
ま
た
、
長
谷
部
監
事
か
ら
の
施
行
細
則
第
6
条

の
2
、
後
段
の
記
載
は
第
6
項
と
し
て
加
え
る
こ
と

と
す
る
。

（2）
各
委
員
会
か
ら
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
提
案
（
報
告

を
含
む
）

・
総
務
委
員
会
報
告
（
田
原
道
南
支
部
長
）

①
高
Ｐ
連
だ
よ
り
報
告
は
、
別
紙
Ｐ
32
の
と
お
り

②
表
彰
の
確
認
事
項
は
退
任
時
と
し
、
同
一
校
で
一

人
一
回
限
り
と
す
る
。

・
研
修
委
員
会
報
告
（
蜂
谷
旭
川
支
部
長
）

①
全
国
大
会
分
科
会
発
表
は
、
25
年
度

│

道
南
支

部
（
主
管
校
道
南
支
部
）

　

26
年
度

−

道
北
支
部
（
主
管
校
旭
川
支
部
）
27

年
度
−
道
東
支
部
（
主
管
校
北
見
支
部
）

　

28
年
度

−

道
央
支
部
（
主
管
校
石
狩
支
部
）
と

す
る
。

・
健
全
育
成
委
員
会
報
告
（
大
村
根
室
支
部
長
）

①
北
海
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
担
当
支
部
に
つ
い
て

　

26
年
度

−

胆
振
・
日
高
支
部
（
主
管
校
胆
振
支
部
）

27
年
度

−

名
寄
支
部

　

28
年
度

−

釧
路
・
根
室
支
部
（
主
管
校
釧
路
支
部
）

29
年
度

−

北
見
支
部

　

そ
の
他
は
旭
川
・
留
萌
（
主
管
校
旭
川
支
部
）、

以
下
は
道
南
支
部
、
石
狩
支
部
、
十
勝
支
部
、
後

志
支
部
、
空
知
支
部
が
単
一
支
部
で
担
当
す
る
。

（3）
平
成
25
年
度
道
高
Ｐ
連
事
業
日
程
（
案
）

・
別
紙
資
料
の
と
お
り
事
務
局
長
よ
り
説
明

〈
質
問
〉

滝
田
理
事
…
…
25
年
度
「
高
校
生
と
語
る
つ
ど
い
事

業
」
は
日
程
調
整
等
大
変
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
テ
ー

マ
を
間
違
う
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
は

道
高
Ｐ
連
の
行
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
次
の
4
点
に
つ

い
て
事
務
局
か
ら
回
答
を
要
望
す
る
。

①
テ
ー
マ
の
決
定
は
札
東
商
高
、石
狩
支
部
役
員
会
、

い
ず
れ
か
。

②
参
加
人
数
は
強
要
し
て
も
良
い
の
か
。

③
運
営
費
の
支
出
は
主
管
校
で
行
う
の
か
。

④
道
高
Ｐ
連
は
ど
こ
に
関
与
す
る
の
か
。

　

以
上
を
整
理
し
回
答
願
い
た
い
。

（4）
全
道
大
会
に
つ
い
て 

ア　

平
成
25
年
度
道
高
Ｐ
連
総
会
・
全
道
大
会
（
釧
路
・

根
室
大
会
）
概
要
（
別
紙
の
と
お
り
）

イ　

平
成
26
年
度
道
高
Ｐ
連
総
会
・
全
道
大
会
（
後
志

大
会
）
主
管
校
は
（
小
樽
水
産
高
校
）
と
す
る
こ

と
が
局
長
よ
り
提
案
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

※　

局
長
よ
り
、「
語
る
つ
ど
い
」
に
つ
い
て
の
滝
田

理
事
の
質
問
に
対
し
て
説
明
。

局
長
…
…
…
「
語
る
つ
ど
い
」
実
施
に
つ
い
て
の
基

本
と
し
て
は
、
テ
ー
マ
、
参
加
者
数
等
主
管
校
で
決

定
し
て
い
る
。
支
部
が
主
管
と
な
る
が
、
必
ず
し
も

支
部
長
校
が
主
管
校
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。

滝
田
理
事
…
滅
多
に
担
当
す
る
事
業
で
な
い
の
で
、

申
し
合
わ
せ
事
項
が
あ
れ
ば
残
し
て
置
い
て
も
ら
え

ば
理
解
し
や
す
い
。
た
だ
支
部
に
預
け
ら
れ
て
も
困

る
部
分
が
あ
る
。
事
業
は
道
高
Ｐ
連
主
体
な
の
で
、

道
高
Ｐ
連
が
ど
こ
ま
で
係
わ
る
の
か
、
こ
の
後
話
し

合
い
た
い
。こ
の
場
は
流
れ
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

（5）
第
63
回
全
国
高
Ｐ
連
（
山
口
）
大
会
旅
行
取
扱
業
者

に
つ
い
て

・
局
長
よ
り
「
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
」
に
決
定
す

る
旨
報
告
。

（6）
平
成
25
年
度
道
高
Ｐ
連
暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
次
長
よ
り
、
8
会
計
か
ら
7
会
計
に
変
更
し
、
説

明
の
結
果
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

（7）
平
成
25
年
度
役
員
選
考
委
員
会
委
員
選
出
に
つ
い

て
は
「
会
長
一
任
」
が
承
認
さ
れ
た
。

（8）
そ
の
他

ア　

役
員
・
理
事
等
の
交
替
時
期
に
つ
い
て

（
別
紙
の
と
お
り
）

イ　

そ
の
他
…
…
な
し

3
　
そ
の
他
・
諸
連
絡

（1）
就
職
応
援
対
策
に
つ
い
て
（
道
庁
就
職
支
援
グ
ル
ー

プ
山
谷
秀
治
主
幹
）（
プ
リ
ン
ト
別
紙
）

（2）
平
成
25
年
度
「
情
報
通
信
の
安
心
安
全
な
利
用
の
た

め
の
標
語
」
募
集
（
後
援
・
総
務
省
）

・
各
校
に
募
集
が
行
く
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

（3）
そ
の
他

・
道
教
委
よ
り
体
罰
ア
ン
ケ
ー
ト
を
近
日
中
に
実
施

す
る
と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。

・
長
谷
部
監
事
よ
り
、
全
国
広
報
紙
に
「
全
国
で
輝

く
高
校
生
」
と
い
う
記
事
欄
が
あ
り
次
回
は
文
化
系

で
、
世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る
生
徒
を
取
り
上
げ
た

い
の
で
、
高
Ｐ
連
加
盟
校
で
該
当
者
が
居
れ
ば
情
報

提
供
願
い
た
い
。

 
・
会
長
よ
り
、
特
別
委
員
会
提
案
事
項
の
中
で
、
一

部
ま
だ
正
副
会
長
で
議
論
し
て
い
な
い
件
も
話
題
に

な
っ
た
が
、
今
後
5
月
に
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
時
点
で
十
分
検
討
し
、
理
事
会
に
諮
る
べ
き
事
項

は
諮
る
よ
う
、
手
続
き
は
踏
む
の
で
ご
理
解
願
い
た

い
。

■
議
長
退
任

■
閉
会

平
成
二
十
四
年
度
　
第
二
回
理
事
会
報
告
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歴
史
の
薫
り
を
多
く
含
む
道

南
地
方
も
今
年
は
昨
年
に
引
き

続
き
雪
の
多
い
冬
で
し
た
。
そ

れ
で
も
、
少
し
ず
つ
春
め
い
て

道
内
で
一
番
最
初
に
桜
の
季
節

を
迎
え
る
準
備
が
始
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
道
南
支
部
で
は
昨
年

６
月
１
日
に
マ
リ
エ
ー
ル
函
館

に
お
い
て
、
道
南
32
校
35
単
Ｐ

の
方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
北
海
道
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
幹
事
（
現
副
会

長
）
村
上
義
人
様
の
ご
出
席
、

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
道
南
支

部
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
事
務
局
が
北

海
道
函
館
中
部
高
等
学
校
か
ら

北
海
道
函
館
水
産
高
等
学
校
に

替
わ
り
ま
し
た
が
、
総
会
は
無

事
終
了
し
、
教
育
懇
話
会
で
は

各
々
の
テ
ー
ブ
ル
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
経

験
者
が
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
と
な
り
、
と
て
も
話

が
弾
み
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

す
。

　

11
月
22
日
に
は
函
館
大
学
附

属
柏
稜
高
等
学
校
の
主
管
の
も

と
道
南
支
部
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
児
童
精
神
科
医
の
清
水
將

之
様
よ
り
「
日
本
人
の
子
ど
も

観
」
と
題
し
て
、
日
本
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
子
ど
も
観
の
相
違
を

絵
画
、
彫
刻
、
文
学
の
視
点
か

ら
検
証
さ
れ
、
日
本
で
は
子
ど

も
を
大
切
に
す
る
文
化
が
脈
々

と
続
い
て
お
り
、
文
化
の
層
の

厚
い
国
で
あ
る
と
の
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海

道
大
野
農
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
丸
岡
様
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
つ
い
て
ご
提
言
を
い
た
だ

き
、
１
９
２
名
の
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
一
緒
に
大
農
さ
ん
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加
し
た
気
分
に

さ
せ
ら
れ
、
活
発
な
意
見
交
換

も
な
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

渡
島
教
育
局
柴
野
貴
史
様
よ
り

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
保
護
者
同
士
の

交
流
を
深
め
る
良
い
機
会
と
し

て
く
だ
さ
い
と
、
心
の
こ
も
っ

た
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、
と
て

も
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

近
年
、
少
子
化
、
若
者
の
地

元
離
れ
な
ど
で
道
南
地
方
も
例

外
な
く
若
い
世
代
の
方
々
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
け

れ
ど
そ
の
少
な
い
若
い
世
代
の

方
々
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
す
る
姿
が
最
近
よ
く
目
に
付

く
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
起
業
家
と
し
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
若
者
や
、
地
区
の
活
性

化
を
図
ろ
う
と
し
て
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
発
信
す
る
若
者
、
老

若
男
女
が
集
え
る
空
間
を
考
え

る
若
者
な
ど
、
住
み
や
す
い
道

南
、
楽
し
い
道
南
を
創
ろ
う
と

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
我
々
大

人
も
そ
ん
な
若
者
た
ち
を
心
か

ら
応
援
し
て
、
自
分
た
ち
の
子

ど
も
た
ち
に
も
地
域
の
た
め
に

自
分
は
何
が
で
き
る
の
か
考
え

て
も
ら
う
機
会
を
多
く
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

古
い
歴
史
も
大
切
で
す
が
、
新

し
い
歴
史
を
刻
ん
で
い
っ
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

　

最
後
に
道
南
支
部
の
皆
様
に

は
各
単
Ｐ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
も

大
変
な
と
こ
ろ
を
、
支
部
の
活

動
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

北
海
道
の
最
東
端
に
位
置
す

る
根
室
支
部
は
、
北
部
に
世
界

自
然
遺
産
の
知
床
半
島
、
東
部

に
は
納
沙
布
岬
の
根
室
半
島
が

あ
り
、
沿
岸
部
は
、
日
本
有
数

の
漁
獲
高
を
誇
る
漁
港
が
多
く

存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
中
央
部

に
は
根
釧
台
地
と
呼
ば
れ
る
丘

陵
地
が
あ
り
、
大
規
模
酪
農
地

帯
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
１

市
４
町
人
口
９
万
人
あ
ま
り
の

こ
の
支
部
に
は
、
７
つ
の
高
等

学
校
が
あ
り
、
道
高
Ｐ
連
の
支

部
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
少
な

い
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
道
内

の
ど
の
学
校
に
も
負
け
な
い
活

発
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
に
行
わ
れ

た
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
大
会
（
北
海
道
大
会
）
の
地

域
物
産
展
で
は
、
支
部
と
し
て

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
北

海
道
物
産
の
Ｐ
Ｒ
に
一
致
団
結

し
て
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

根
室
支
部
の
活
動
と
し
て

は
、
６
月
に
総
会
・
指
導
者
研

修
会
、
11
月
に
役
員
会
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
総

会
・
指
導
者
研
修
会
は
、
６
月

２
日
（
土
）
に
、
支
部
長
校
で

あ
る
北
海
道
中
標
津
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
管
と
な
っ
て
、
中

標
津
町
の
ト
ー
ヨ
ー
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
総

会
に
は
、
北
海
道
教
育
庁
根
室

教
育
局
教
育
支
援
課
長
渋
川
賢

一
様
に
来
賓
と
し
て
ご
出
席
い

た
だ
き
、
管
内
43
名
の
単
Ｐ
役

員
、
教
員
が
参
加
し
て
、
本
年

度
の
事
業
計
画
や
予
算
を
審
議

し
ま
し
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た

指
導
者
研
修
会
で
は
、
講
師
に

ピ
ッ
ト
ク
ル
ー
株
式
会
社
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
行
動
研
究

室
長
高
橋
大
洋
様
を
迎
え
「
高

校
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

の
本
当
の
リ
ス
ク
│
保
護
者
が

知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
│
」
と

題
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
急
速
に
普
及
す
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
危
険
性
に
つ

い
て
、
子
供
を
持
つ
親
と
し
て

貴
重
な
勉
強
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
教
育
懇
談
会

で
は
、各
単
Ｐ
の
取
り
組
み
や
、

そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
問
題
点
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
お

こ
な
い
、
大
変
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月

に
は
、
役
員
会
が
、
中
標
津
町

の
寿
宴
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
役

員
会
に
は
、
中
標
津
町
教
育
委

員
会
教
育
長
小
谷
木
透
様
に
来

賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
き
、

管
内
39
名
の
支
部
役
員
、単
Ｐ

役
員
、教
員
が
参
加
し
て
、
事

業
内
容
の
報
告
や
、
次
年
度
の

事
業
計
画
案
に
つ
い
て
審
議
を

し
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
は
、
北
海
道

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

が
釧
路
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
釧
路
支
部
、
根

室
支
部
が
主
管
と
な
っ
て
行
わ

れ
ま
す
。
支
部
を
あ
げ
て
準
備

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。

道 南
支 部

根 室
支 部

支
部
だ
よ
り「

歴
史
の
風
」

道
南
支
部
長　

田　

原　

智
佳
子

（
北
海
道
函
館
水
産
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

「
支
部
活
動
の
充
実
を
め
ざ
し
て
」

根
室
支
部
長　

大　

村　
　
　

学

（
北
海
道
中
標
津
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）
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メインテーマ 
『夢から志へ』

サブテーマ 
〜たくましく生きるチカラを育むために、
今、私たちができること〜

１　主　　催　北海道高等学校PTA連合会
２　主　　管　北海道高等学校PTA連合会　釧路・根室支部
３　後　　援　北海道教育委員会　釧路市　釧路市教育委員会

根室市　根室市教育委員会　北海道高等学校長協会
４　日　時　平成25年６月14日（金）・15日（土）

５　会　　場
　　釧路市観光国際交流センター
　　　釧路市幸町３丁目３番� TEL：0154−31−1993
　　釧路キャッスルホテル
　　　釧路市大川町２丁目５番� TEL：0154−43−2111
　　北海道釧路湖陵高等学校
　　　釧路市緑ヶ岡３丁目１番31号� TEL：0154−43−3131
　　北海道釧路工業高等学校
　　　釧路市鶴ヶ岱３丁目５番１号� TEL：0154−41−1285
６　大会主題

「価値観の多様化時代子どもたちの主体性を育む意欲的なＰＴＡ活動を」
〔要　旨〕
　急激に変化する時代の中で、ともすると自分を見失いがち
な若者たちが増えている。本来夢多きはずの子どもたちを取
り巻く教育環境も、未だ学校・家庭・地域の教育力の低下が
叫ばれて久しい状況にある。それらの様々な要因を背景に、
今一度心豊かな逞しい青少年を育むために、会員が一堂に会
して情報や意見を交換し、新しい時代に向けての方針を探る
一助とする。

７　大会メッセージ
　釧路湿原・根釧台地の風を感じながら、広大な自然と豊か
な海に囲まれた道東の地で、いにしえの開拓者達は、皆、壮
大な夢を描いた。そこで今、大自然に培われた開拓精神に思
いをはせ、子どもたちが自然を敬い、心豊かで逞しく、健や
かに生きることを願い、「私たちは子どもたちの応援団、主
役は子どもたち」を合い言葉に語り合いましょう。

８　分科会構成と研究協議
分科会（２高校で35の分科会を設定）

９　講　　演
講　師　猛禽類医学研究所代表　獣医師　齊藤　慶輔　様
　　　　（環境省希少野生動植物種保存推進委員）
演　題　「未　定」

10　費　　用	 参加料　4,000円　　懇親会　5,000円
集録代　1,000円

11　参加申込	 第63回北海道高等学校PTA連合会大会（釧路・根
室支部大会）参加・宿泊申込書を下記事務局へ、
メール kushiroshougyou-z4＠hokkaido-c.ed.jp
又は専用FAXにて送付

12　申込締切	 平成25年４月30日（火）
13　事 務 局	 北海道釧路商業高等学校内

第63回北海道高等学校PTA連合会釧路・根室
支部大会　事務局
　〒084−0910　釧路市昭和中央５丁目10番１号
　TEL：0154−52−5253

第63回
全国高等学校ＰＴＡ連合会大会　山口大会要項（案）

第63回
北海道高等学校PTA連合会大会釧路・根室大会要項（案）

［大会趣旨］
　高校時代は、子どものころから持ち続けた夢を実現するため
に、自ら「志」を立て、「志」を育み、「志」を磨く期間であっ
て欲しいと思います。「志」とは、人生において、己のためだけ
でなく、多くの人々のために、そして、世の中のために、大切
な何かを成し遂げようとする決意です。広い視野に立って日本
の将来と国際社会の発展に寄与する人材を育成するためには、
豊かに生きる力の根源となる「志」の確立が大切です。次代を
担う子どもたちに今求められるのは、未来を生き抜く基盤力で
す。しっかりと地に足をつけた力が育まれて、はじめて「志」
も具現化します。ＰＴＡも、子どもたちの生きぬく力の育成の
ために、共に育む者として新たな連携を模索し、これからのＰ
ＴＡのあるべきカタチを山口から発信していきます。

時　間 ８月 22 日（木）

 8：30 〜
 9：00〜 9：20

受付（各会場ごと）
アトラクション

 9：30〜 10：20 開会式
表彰式

10：30〜 12：00 基調講演

12：00〜 13：00 昼食╱アトラクション

13：00〜 14：00 記念講演
　講師：未定

14：10〜 16：20 分科会
　第１分科会〜第４分科会
　特別第１・第２分科会

16：30〜 17：00 閉会式

山口県スポーツ文化センター・アリーナから映像を中継

　

あ
る
日
の
夜
、
北
方
の
あ

る
星
を
見
つ
め
な
が
ら
、
集

ま
っ
た
資
料
や
記
事
や
写
真

の
編
集
作
業
を
お
こ
な
い
な

が
ら
四
人
の
女
性
が
言
っ
て

い
た
。

　
「
こ
の
子
供
た
ち
輝
い
て

い
る
よ
ね
！
こ
の
学
校
紹
介

し
た
い
よ
ね
！
」

　

心
を
こ
め
た
「
た
よ
り
」

が
届
か
な
い
わ
け
が
な
い
。

　

出
来
上
が
っ
た
も
の
は
、

た
だ
の
薄
い
冊
子
で
は
な

い
。

　

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
思

い
を
「
高
Ｐ
連
だ
よ
り
」
に

す
る
。

　

そ
の
写
真
の
輝
く
笑
顔
に

子
供
た
ち
の
元
気
と
頑
張
り

も
見
え
て
く
る
。

　

広
報
、
い
い
え
、
伝
え
た

い
こ
と
を
「
た
よ
り
」
と
い

う
形
に
す
る
職
人
集
団
！

　

そ
れ
が
広
報
特
別
委
員
会

で
す
。

　

担
当
委
員
は
い
つ
も
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
書
か
れ
て
い

る
。

　

私
が
編
集
後
記
を
書
く
と

き
ぐ
ら
い
は
実
名
で
書
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

管
野
友
香
、
大
沼
美
枝

子
、
前
村
啓
子
、
西
村
真
理
、

彼
女
た
ち
を
人
は
広
報
特
別

委
員
会
の
美
魔
女
軍
団
と
呼

ぶ
。

　

こ
の
四
人
の
名
前
を
聞
い

た
ら
き
っ
と
「
山
本
は
、
頑

張
っ
た
よ
！
」
と
言
っ
て
く

れ
る
に
違
い
な
い
！

　
「
何
気
な
く
側
に
、
で
も

目
に
付
く
よ
う
に
置
い
て
欲

し
い
高
Ｐ
連
だ
よ
り
。」

　
「
北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
と
か
け
て
、
北
極

星
と
解
き
ま
す
。」

　

そ
の
心
は
？

　
「
い
つ
も
同
じ
場
所
か
ら

子
供
た
ち
を
見
つ
め
、
見

守
っ
て
い
た
い
の
で
す
！
」

　

皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
特
別
委
員
会　

委
員
長

山　

本　

富　

造

編
集
後
記

日 内　容 時　間 会　場

14日
（金）

道高Ｐ連総会 10：00〜12：00
釧路市
観光国際交流センター

受 付 12：30〜13：30
開会式・表彰式 13：30〜14：30
講 演 14：30〜16：00

懇親会 受 付 17：00〜17：30 釧路キャッスルホテル懇親会 17：30〜19：00
15日
（土）

受 付 　9：00〜　9：30 北海道釧路湖陵高等学校
北海道釧路工業高等学校分 科 会 　9：30〜12：00

1日開催だよ

◎分科会
○全高Ｐ連研究発表
（山口県スポーツ文化センター…「青少年の健全育成に係る研究発表」）
○第１分科会
（山口県スポーツ文化センター……………「学校教育とＰＴＡ」）
○第２分科会
（山口市民会館………………………………「進路指導とＰＴＡ」）
○第３分科会
（山口県健康づくりセンター………………「生徒指導とＰＴＡ」）
○第４分科会
（ＡＮＡクラウンプラザホテル宇部………「家庭教育とＰＴＡ」）
○特別第１分科会
（やまぐちリフレッシュパーク……………………………「熟議」）
○特別第２分科会
（渡辺翁記念会館……………………………「高校再編とＰＴＡ」）


